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学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
の
見
通
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

文
部
科
学
省
は
九
月
、
「
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
関
連
の
交
付
決
定
や
内
定
事
務
を
一
時
停
止
す
る
」
と
都
道
府
県
に

連
絡
し
、
そ
れ
以
降
は
特
段
の
連
絡
が
な
い
ま
ま
十
一
月
に
至
っ
て
い
る
。

全
国
の
自
治
体
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
お
け
る
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る

こ
と
を
前
提
に
、
学
校
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
の
予
算
化
を
図
り
、
入
札
等
を
済
ま
せ
、
契
約
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
今
後
の
方

針
が
不
透
明
の
ま
ま
事
業
が
停
止
し
て
い
る
。

同
交
付
金
の
う
ち
、
下
水
道
や
住
宅
整
備
に
関
し
て
は
、
現
在
、
自
治
体
に
配
分
金
額
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
学
校
耐
震
化
や
学
校
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
に
関
し
て
は
不
透
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
教
育
環
境
の
安
全
、
質
の
向
上
に
関
わ
る

重
要
な
交
付
金
で
あ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
早
急
に
説
明
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
、
学
校
耐
震
化
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
関
す
る
一
時
停
止
は
、
い

つ
ま
で
続
く
の
か
。

二

政
府
は
自
治
体
に
「
一
時
停
止
」
と
連
絡
し
て
い
る
が
、
一
時
停
止
と
は
年
度
内
に
や
が
て
は
再
開
す
る
と
い
う
意
味

一



か
。

三

同
交
付
金
の
う
ち
、
学
校
耐
震
化
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
関
し
て
は
、
自
治
体
に
対
し
当
面
の
対
処
の
仕
方
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
方
策
や
時
期
な
ど
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
か
。

四

今
般
の
措
置
に
よ
り
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
が
遅
滞
す
る
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
代
替
策
を
講
じ
る
か
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


